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ス
ポ
ー
ツ
が
は
た
す
人
材
育
成

へ
の
期
待

側
高
岡
市
体
育
協
会
　
副
会
長
　
林

秀

治

こ
の
度
、
輝
か

　

皿
（の
ヒ
ン
ト
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

し

い
伝
統
を
誇
る

（財
）
高
岡
市
体

育
協
会
副
会
長
を

仰
せ

つ
か
り
、
大

き
な
責
任
を
感
じ
る

と
と
も
に
、
高
岡
市

の
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
に

少
し
で
も
貢
献
で
き
る
機
会
を
与
え
て
い
た

だ
い
た
こ
と
に
深
い
感
謝
の
念
を
い
だ
い
て

お
り
ま
す
。
ご
承
知
の
方
も
い
ら

つ
し
や
る

で
し
ょ
う
が
、
私
が
経
営
に
携
わ
る
会
社
で

は
、
硬
式
野
球
部
と
相
撲
部
が
活
動
を
し
て

お
り
、
特
に
硬
式
野
球
部
は
、
平
成
１４
年
８

月
に
は
、
都
市
対
抗
野
球
大
会
に
北
信
越
代

表
と
し
て
東
京
ド
ー
ム
で
王
子
製
紙
と
戦
い
、

平
成
１５
年
１１
月
に
は
同
じ
く
北
信
越
代
表
と

し
て
大
阪
ド
ー
ム
で
行
わ
れ
た
日
本
選
手
権

大
会
に
出
場
し
、
強
豪
の
松
下
電
器
産
業
を

相
手
に
３
対
２
と
逆
転
勝
ち
を
収
め
る
と
い

う
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
お
り
ま
す
。
私
が

誇
り
に
思
う
の
は
、
立
派
な
施
設
を
持
ち
、

豊
富
な
資
金
で
連
れ
て
き
た
プ
ロ
顔
負
け
の

選
手
を
揃
え
た
大
会
社
の
テ
ー
ム
に
伍
し
て
、

や
り
方
次
第
で
は
十
分
戦
う
こ
と
が
で
き
る

こ
と
を
証
明
し
て
く
れ
た
こ
と
で
す
。
当
社

の
野
球
部
の
選
手
は
、
試
合
の
無

い
と
き
は

他
の
従
業
員
と
同
じ
よ
う
に
仕
事
を
こ
な
し
、

練
習
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
内
野
は
で
こ
ぼ
と
、
外

野
に
は
雑
草
が
生
え
て
い
る
と
い
う
決
し
て

恵
ま
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
環
境
を
克
服

し
て
、
大
舞
台
で
輝

い
て
く
れ
ま
し
た
。
私

は
こ
こ
に
地
方
都
市
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
振

ま
た
、
最
近
企
業
を
取
り
巻
く
社
会
の
意

識
は
大
き
く
様
変
わ
り
し
て
お
り
ま
す
。
企

業
の
不
正
に
向
け
ら
れ
る
厳
し
い
社
会
批
判

に
よ
り
、
あ
る
も
の
は
姿
を
消
し
、
ま
た
他

の
会
社
は
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど

ん
な
大
企
業
も
企
業
責
任
を
果
た
さ
な
い
場

合
は
、
即
刻
退
場
と
な
る
の
で
す
。
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
確
立
な
ど
自
ら
を
巌

し
く
律
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
言
葉
で
言
う
ほ
ど
簡
単
な
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
い
く
ら
経
営
者
が
口
や
か
ま

し
く
言

っ
て
も
従
業
員

一
人

一
人
が
法
令
道

守
の
精
神
を
持
た
な
い
限
り
、
ミ
ス
や
不
正

を
隠
し
た
り
す
る
こ
と
は
な
か
な
か
な
く
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
ス
ポ
ー
ツ
の
呆

た
す
こ
と
が
出
来
る
大
き
な
役
割
の
ひ
と

つ

が
こ
こ
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
知
育
も
確
か

に
必
要
で
す
が
、
小
さ
い
時
か
ら
ス
ポ
ー
ツ

に
親
し
み
、
ル
ー
ル
の
大
切
さ
を
身
に
つ
け

る
こ
と
、
つ
ま
り
、
知
識
で
は
な
く
第
２
の

天
性
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ツ
プ
、
フ
エ

ア
プ
レ
イ
精
神
を
身
に
つ
け
た
人
材
を
多
く

育
て
る
こ
と
が
、
や
が
て
企
業
風
土
を
か
え
、

ひ
い
て
は
社
会
全
体
を
変
え
て
い
く
事
が
出

来
る
契
機
に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が
高
岡
市
民

に
定
着
し
、
明
る
く
活
気
溢
れ
た
町
を
実
現

す
る
た
め
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が

（財
）

高
岡
市
体
育
協
会
の
皆
様
と
と
も
に
が
ん
ば

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
忌
憚
の

な
い
ご
意
見
を
お
よ
せ
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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平
成
１６
年
度
事
業

・
収
支
決
算
の
報
告
後
、

役
員
の
一
部
変
更
そ
し
て
平
成
１７
年
度
の
事

業
計
画
お
よ
び
収
支
予
算

（条
）
が
審
議
、

承
認
さ
れ
た
。
評
議
員
会
終
了
後
、
体
育
協

会
又
は
加
盟
団
体
の
育
成
に
尽
力
、
国
際

・

国
内
競
技
大
会
の
上
位
入
賞
者
の
表
彰
式
が

お
こ
な
わ
れ
た
。
受
賞
者

・
役
員
は
次
の
と

お
り
で
す
。

■
団
体
の
部

ト
ナ
ミ
運
輸
伽
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

（バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
）

■
個
人
の
部

今
井
　
紀
夫

（バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
）

舛
田
　
圭
太

（バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
）

大
束
　
思
司

（バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
）

大
束
　
首
栞也

（バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
）

早
瀬
　
清
三

（パ
ワ
ー
リ
フ
テ
イ
ン
グ
協
会
）

中
島
　
一訓
正

（パ
ワ
ー
リ
フ
テ
イ
ン
グ
協
会
）

安
吉
　
永ヽ
皿
（
（パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
協
会
）

坂
田
　
芳
寛

（水
泳
協
会
）

竹
内
　
克
洋

（陸
上
競
技
協
会
）

東
野
　
隆
夫

（野
球
協
会
）

加
藤
　
孝
義

（水
泳
協
会
）

平
成
十
七
年

評
議
員
会

体
育
功
労
者
表
彰
式

平
成
―フ
年
５
月
２‐
日
（土
）

於
　
一高
岡
商
エ
ビ
ル

暦
桜
轡
０
ほ
博
」
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
の
収
益
は
、
身
近
に
親
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
や
競
技
力
向
上
の
事
業
に
活
か
さ
れ
ま
す
。

漫
田
　
隆
男

（水
泳
協
会
）

田
川
　
良
潤

（バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
）

前
畑
　
　
明

（剣
道
連
盟
）

加
藤
　
政
和

（レ
ス
リ
ン
グ
協
会
）

岩
城
　
裕
之

（柔
道
連
盟
）

藤
森
　
　
裕

（中
学
校
体
育
連
盟
）

！
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！！！
！

退
任参
　
与
　
細
呂
木
六
良

副
会
長
　
宇
於
崎
　
弘

理
　
事
　
竹
田
　
　
進

新
任参
　
与
　
村
井
　
　
和

相
談
役
　
宇
於
崎
　
弘

副
会
長
　
林
　
　
秀
治

理
　
事
　
山
崎

　
一
志

争
二
十
一　
　
　
　
！
！！！

高
岡
市
！民
総
合
体
育
大
会

６
月
２５
日

（土
）
市
民
体
育
館
に
お
い
て

橋
慶

一
郎
市
長

（大
会
長
）
を
は
じ
め
、
舘

勇
将
議
会
副
議
長

・
山
達
雅
美
教
育
委
員
長

や
関
係
団
体
長
の
ご
臨
席
の
も
と
総
合
開
会

式
を
開
催
し
た
。

大
会
プ
ラ
カ
ー
ド
保
持
者

・
桃
井
優
君

（牧

野
中
学
校
）
、
選
手
代
表
宣
言
は
山
崎
岳
洋

君

（国
吉
中
学
校
）
が
お
こ
な
い
、
そ
し
て
、

７

月

２

日

（
土

）

・

３

日

（
日

）

の

中

心

会

期
を
前
後
に
、
市
内

一
円
で
３５
競
技
役
員

・

選
手
約

一
万
人
の
老
若
男
女
が
熟
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

７！！
丹
３０
日
（土
）
～
８
月
１
日
（月
）

〔
一
部
　
総
合
成
績
〕

一
般
の
部

一
位
　
と昌
山
市

（
一
六
一一百
じ

１１
年
連
続
５２
回

二
位
　
一向
岡
市

（
一
一
九

・
三
三
点
）

三
位
　
黒
部
市

（九
四
点
）

四
位
　
南
砺
市

（九
〇

・
三
三
点
）

中
学
の
部

一
位
　
一晶
山
市

（
一
二
人
点
）

２５
年
連
続
３．
回

二
位
　
南
砺
市

（六
人
点
）

三
位
　
一向
岡
市

（六
四
点
）

四
位
　
氷
見
市

（五
人
点
）

ａ
“
ど
ギ
‐
ツ
プ
ンゼ
ル

今
年
も
恒
例
の
伏
木
遠
泳
大
会
が
無
事

終
了
し
ま
し
た
。

毎
年
八
月
の
第

一
日
曜
に
実
施
さ
れ
て

お
り
、
今
年
は
九
十
名
余

の
参
加
者
が
百

名
以
上
の
伴
泳
者
、
二
十
般
余

の
伴
船
に

見
守
ら
れ
な
が
ら
、
国
分
浜
沖
の
男
岩
を

回
り
約
２
、
５
ｋｍ
を
泳
ぎ
ま
し
た
。

い
つ
か
ら
始
ま

っ
た
の
か
確
か
な
記
録

は
残

っ
て
い
ま
せ
ん
が
百
年
近

い
歴
史
が

あ
る
行
事
で
、
か

つ
て
は
伏
木
小
学
校
の

行
事
と
し
て
臨
海
教
育
の
最
終
日
に
実
施

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
十
数
年
前

に
当
時
の
校
長
先
生
が
学
校
行
事

の
ま
ま

で
は
遠
泳
大
会
の
存
続
が
危
な

い
と
考
え

ら
れ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
の
方
々
を
説
得
し
、

地
域
行
事
と
し
て
学
校
、
教
職
員
、
保
護

者
を
は
じ
め
、
水
泳
愛
好
者
、
国
分
浜
を

利
用
し
て
い
る
団
体
、
伏
木
地
区
の
い
ろ

い
ろ
な
団
体
、
海
上
保
安
部
、
警
察
、
消

防
な
ど
幅
広

い
協
力
の
も
と
伏
木

の
夏

の

一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
現
在

の
姿
に
移
行

さ
れ
、
年
々
良

い
方
向

へ
と
発
展
し
て
き

て
い
ま
す
。

近
年
、
学
校
と
地
域
の
係
わ
り
が
見
直

さ
れ
、
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
、
地
域
の

力
を
学
校
教
育
に
ど
う
生
か
し
て
い
く
か

等

い
ろ
い
ろ
と
話
題
に
な
け
ま
す
が
、
県

内

一
の
歴
史
と
伝
統
の
伏
木
小
学
校
と
地

域
の
遠
泳
大
会

へ
の
取
り
組
み
が
、
両
者

の
良

い
関
係
を
見
せ
て
↑
れ
て
い
る
よ
チ

に
感
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

来
年
の
夏
、
皆
さ
ん
も

「
遠
泳
」
を
体

験
さ
れ
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

水
泳
協
会
　
関
　
　
清
　
嗣

2
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チームづくりのヒント(その2)

今
回
は
、
選
手
を
育
成
し
て
い
く
に
際
し
、
ど
の

よ
う
に
分
析
し
て
考
え
る
か
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。

私
は
、
金
沢
大
学
で
保
健
体
育
を
専
攻
し
た
の
で
、

生
理
学

・
心
理
学

・
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
概
論
な
ど
運
動

に
関
す
る
単
位
は

一
応
修
得
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

私
が
そ
れ
ら
の
学
問
が
体
育
人
に
と

っ
て
重
要
な
基

礎
力
だ
と
痛
感
し
た
の
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
の
後
、

日
本
体
育
協
会
主
催
の
１

・
２
級
ト
レ
ー
ナ
ー
養
成

研
修
に
参
加
し
た
こ
と
か
ら
で
す
。
私
に
と

っ
て
こ

の
研
修
は
、
学
生
時
代
の
勉
強
が
い
か
に
実
践
的
で

な
く
、
目
的
が
曖
味
で
あ

っ
た
か
思
い
知
ら
さ
れ
ま

し
た
。

（
１
）
身
体
面
で
の
問
題
の
第
１
は
、
小
学
生
の
週

当
た
り
の
練
習
頻
度
で
す
。
毎
日
実
施
か
ら
週
に
１

回
実
施
ま
で
様
々
で
す
が
、
小
学
生
が
夕
方
の
２
～

３
時
間
を
毎
日
の
よ
う
に
１
つ
の
競
技
に
取
り
組
む

こ
と
に
、
私
は
賛
成
で
き
ま
せ
ん
。
理
由
の
１
つ
は
、

多
様
な
経
験
を
大
切
に
し
た

い
少
年
時
代
に
、
１
日

の
生
活
時
間
の
１
割
近
く
を
継
続
的
に
練
習
に
当
て

る
こ
と
は
、
生
活
の
リ
ズ
ム
が
余
り
に
偏
る
か
ら
で
す
。

学
習
の
習
慣
や
家
族
関
係
の
構
築
な
ど
経
験
す
る
ベ

き
事
柄
が
沢
山
あ
る
と
思

い
ま
す
。
２
つ
は
、
将
来

性
を
含
め
て
本
人
の
適
性
と

マ
ッ
チ
し
て
い
る
の
か
。

３
つ
は
、
長
期
的
ス
パ
ー
ン
を
視
野
に
入
れ
て
指
導

さ
れ
て
い
る
の
か
。
　
配
時
手
が
チ
ー
ム
に
所
属
し
て

い
る
期
間
に
勝
て
ば
よ
い
」
に
な

っ
て
い
な

い
か
、

疑
間
を
持

っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

私
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
ジ

ュ
ニ
ア
教
室
を

１２
年
間

実
施
し
て
き
ま
し
た
。
最
初
は
週
に
１
回
の
教
室
開

催
で
し
た
。
し
か
し
１
回
で
は
、
練
習
の
積
み
立
て

効
果
は
遅
く
、
選
手

の
癖
の
矯
正
と

い
う
点
で
は
間

隔
が
空
き
す
ぎ
る
悩
み
を
持

っ
て
い
ま
し
た
。
週
２

回
の
実
施
に
す
る
と
上
達
が
早
く
、
全
く
練
習
効
果

は
違

い
ま
し
た
。
あ
る
年
の
夏
休
み
期
間
、
週
３
回

の
練
習
会
を
企
画
し
ま
し
た
。
選
手
は
面
白

い
よ
う

に
練
習
内
容
を
吸
収
し
て
い
き
ま
し
た
。
指
導
者
と
し

て
は
、
効
果
が
眼
に
見
え
て
現
れ
て
く
る
の
で
、
楽
し

く
な
り
日
数
を
増
や
せ
ば
も

っ
と
強
く
な
る
の
で
は
な

い
か
と
深
追
い
し
た
く
な
り
ま
し
た
。

「子
供
に
は
子

供
の
人
生
が
あ
る
」
と
思
い
ま
す
し
、
身
体
的
発
育
の

速
さ
の
違
い
な
ど
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

し
た
。

第
２
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
で
す
。
高
岡
市

民
病
院
整
形
外
科
部
長
の
山
田
均
先
生
に
、

「な
ぜ
ト

レ
ー
エ
ン
グ
す
る
の
で
す
か
？
」
と
尋
ね
ら
れ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
私
は
、

「
日
本

一
の
選
手
を
育
て
る
た

め
に
必
要
な
練
習
を
し
た
い
か
ら
で
す
。
体
力
が
な
く

て
目
的
と
す
る
練
習
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
よ
う
で
は
困
る
か
ら
で
す
。
」
と
答
え
ま
し
た
。

選
手
は
、
盛
夏
に
開
催
さ
れ
る
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
試
合

数
に
耐
え
る
体
力
が
必
要
で
し
た
。

さ
て
皆
さ
ん
の
答
え
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

筋
カ
ト
レ
ー
エ
ン
グ
の
開
始
は
、　
一
般
的
に
高
校
時

代
か
ら
が
適
し
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
私
は
、
平
成

７
年
度
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
団
体
優
勝
し
た
選
手
た
ち
に
筋

カ
ト
レ
ー
エ
ン
グ
を
導
入
し
、
毎
週
月
曜
日
に
県
総
合

体
育
セ
ン
タ
ー
に
通
い
ま
し
た
。
選
手
が
、
フ
オ
ー
ム

も
定
着
し
、

「重
量
負
荷
と
ス
ピ
ー
ド

ヘ
の
挑
戦
」
と

い
う
雰
囲
気
で
ト
レ
ー
エ
ン
グ
に
取
り
組
め
た
の
は
１１

月
に
な

っ
て
か
ら
で
し
た
。
筋
カ
ト
レ
ー
エ
ン
グ
の
実

施
に
あ
た
り
、
正
し
い
フ
オ
ー
ム
と
意
欲
的
な
取
り
組

み
姿
勢
が
で
き
る
ま
で
約
１
年
間

（１
回
／
週
）
は
か

か
る
と
経
験
的
に
感
じ
て
い
ま
す
。
私
は
実
施
内
容
さ

え
配
慮
す
れ
ば
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
対
す
る
意
識
づ
く

り
を
定
着
さ
せ
る
に
は
小
学
校
高
学
年
か
ら
実
施
し
て

も
よ
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

第
３
は
、
身
体
の
有
効
活
用
を
心
が
け
る
こ
と
で
す
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
り
筋
力

・
ス
ピ
ー
ド

・
持
久
力
な

ど
、
体
力
面
を
強
化
す
る
こ
と
は
大
切
で
す
が
、　
一
方

で
、
身
体
を
効
果
的
に
活
用
す
る
た
め
に
極
力
無
駄
な

要
素
を
抜

い
た
動
作
を
体
得
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
イ
メ

ー
ジ
的
に
は
、
中
国
カ
ン
フ
ウ
映
画
で
ジ
ャ
ッ
キ
ー

・

チ

ェ
ン
が
演
じ
る
蛇
酔
拳
の
よ
う
な
身
の
こ
な
し
が
理

想
像
と
考
え
て
い
ま
す
。

（２
）
技
術
面
に
つ
い
て
の
問
題
の
第
１
は
、
種
目
に

よ

っ
て
多
少
違
い
は
あ
り
ま
す
が
対
人
ゲ
ー
ム
種
目
で

は
、　
一
つ
ひ
と

つ
の
技
術
の
基
本
に
、

「変
化
が
可
能

な

（相
手
に
わ
か
り
に
く
い
）
要
素
」
を
持

っ
て
い
る

こ
と
が
最
も
大
切
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
野
球

の
投
手
に
は
、
ス
ピ
ー
ド

・
球
種

・
正
確
さ
は
大
切
な

要
因
で
す
が
、
ボ
ー
ル
が
投
手
の
手
か
ら
離
れ
る
瞬
間

ま
で

「打
者
に
判
断
さ
せ
な
い
フ
ォ
ー
ム
」
が
基
礎
条

件
に
な
け
れ
ば
必
ず
打
ち
込
ま
れ
ま
す
。
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
を
例
に
す
る
と
、
シ
ャ
ト
ル
を
打

つ
際
に
は
、
少
な

く
と
も
２
つ
以
上
の
方
向

・
要
素

（前
後

・
ス
ト
レ
ー

ト
と
ク
ロ
ス

・
強
弱
な
ど
）
を
相
手
に
感
じ
さ
せ
る
こ

と
で
す
。
シ
ャ
ト
ル
が
ラ
ケ
ッ
ト
か
ら
打
ち
出
さ
れ
る

瞬
問
ま
で

「相
手
が
判
断
し
に
く
い
」
と
い
う
条
件
が

な
い
と
自
分
の
プ
レ
ー
が
相
手
に
解
析
さ
れ
先
手
を
取

ら
れ
ま
す
。
結
局
は
、
本
人
が
得
意
技
と
思

っ
て
い
る

も
の
が
逆
に
ピ
ン
チ
を
呼
び
込
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

練
習
で
は
、

「
よ
り
速
く

・
よ
り
強
く

・
よ
り
正
確

に
」
を
追
求
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
基
礎
部
分
に
は
、

「わ
か
り
に
く
い

（変
幻
自
在
）
」
の
要
素
を
持

っ
て

い
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
の
た
め
に
も
、
脱
力
し
た

身
体
の
こ
な
し
が
大
切
な
の
で
す
。

第
２
は
、
選
手
の
年
齢
が
低
い
ほ
ど
、
力
に
頼
ら
な

い
柔
軟
な
技
術
の
習
得
が
重
要
で
す
。
身
体
は
力
を
入

れ
る
よ
り
、
抜
く
ほ
う
が
訓
練
を
必
要
と
し
ま
す
し
、

選
手
の
素
質
が
問
わ
れ
ま
す
。
指
先
の
感
触

・
耳
に
入

る
音
か
ら
の
ス
ピ
ー
ド
感
覚

・
動
体
視
力
等

い
ず
れ
の

要
素
も
身
体
に
無
駄
な
力
が
入

っ
て
い
て
は
効
果
的
な

動
作
の
障
害
に
な
り
ま
す
。

「
元
気
が
よ
い
」
と
い
う
選
手
の
内
容
を
再
吟
味
さ

れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
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高
岡
市
小
学
校
長
会
組
織
に
は
、
５
つ
の

委
員
会
が
あ
り
、
そ
の
１
つ
に

『体
育
行
事

委
員
会
』
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

１
　
体
育
行
事
委
員
会
組
織

委

員

長
　
　
１
名

（校
長
）

副
委
員
長
　
　
２
名

（校
長
）

幹

　

事
　
　
２
名

（教
頭
）

委
　
　
［貝
　
　
３５
名

（各
校
教
諭
）

２
　
体
育
行
事
委
員
会
の
ね
ら
い

①
児
童
の
体
力

・
運
動
能
力
の
維
持

・
向

上
の
た
め
の
調
査

・
研
究

②
水
泳

・
陸
上
競
技
記
録
会
を
通
し
心
身

共
に
健
全
な
児
童
の
育
成
と
運
動
能
力

の
向
上

３
　
活
動
内
容

①
新
体
カ
テ
ス
ト
の
実
施
と
結
果
処
理

②
泳
力
調
査
の
実
施
と
結
果
処
理

③
ま
と
め
集

『高
同
の
小
学
校
体
育
』
発

刊
【目
次
の
概
要
】

Ｉ
体
力
調
査
結
果

工
水
泳
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ー
ド

皿
水
泳
競
技
記
録
会

（写
真
１
）

Ⅳ
追
合
運
動
会

・
陸
上
競
技
記
録
会

（写
真
２
）

Ｖ
楽
し
い
体
育
の
授
業
及
び
体
力

・

競
技
力
向
上
の
た
め
の
Ｑ
＆
Ａ

④
水
泳
競
技
記
録
会
の
運
営

【会
場
】
富
山
県
高
岡
総
合
プ
ー
ル

【種
目
】
男
女
別
２
種
目

・
学
校
対
抗

２
０
０

ｍ
リ
レ
ー

⑤
連
合
運
動
会

・
陸
上
競
技
記
録
会
の
運

営【会
場
】
市
営
城
光
寺
陸
上
競
技
場

【種
目
】

・
連
合
運
動
会

男
女
別
２
種
目

・

学
校
対
抗
リ
レ
ー

・
陸
上
競
技
記
録
会

男
女
別
６
種
目

４
　
そ
の
他

①
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン

（
　

　

技

生
塊

技
）

に
つ
い
て

昨
年
度
よ
り
水
泳

・
陸
上
競
技
記
録
会
開

催
時
に
県
内

一
流
選
手
に
よ
る
エ
キ
シ
ビ
シ

ョ
ン
マ
ッ
チ
を
行

っ
た
。
教
員
や
児
童
に
大

変
好
評
で
あ
り
今
年
度
も
行
う
予
定
で
あ
る
。

い
い
も

の
を
見
る
機
会
を
今
後
も
続
け
て
い

き
た
い
。

高
岡
市
小
学
校
体
育
行
事
委
員
会

委
員
長
　
谷
　
　
繁
信

土
曜

っ
子

父
ポ
ー
リ
字
ゃ
し
ニ
デ

第
１
期

「走
る
、
と
が
、
投
げ
る
運
動
」

が
５
～
７
月
の
間
で
全
６
回
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
第
２
期

「水
に
し
た
し
む
運
動
」

が
８
月
～
４０
月
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
２
期
の
第
３
回
に
は
、
文
部
科
学
省
等

の

「子
ど
も
の
体
力
向
上
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

の
講
師
と
し
て
元
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
水
沫
代

表
で
日
本
記
録
保
持
者
の
萩
原
智
子
さ
ん

を
お
迎
え
し
ま
す
。

創
刊
号
よ
り
掲
載
し
て
き

ま
し
た
加
盟
団
体
紹
介

コ
ー

ナ
ー
は
競
技
団
体
が

一
巡
し
、

今
回
は
高
岡
市
小
学
校
体
育

行
事
委
員
会
で
す
。
今
後
は
、

中
学
校
体
育
追
盟
、
高
等
学
校
体
育
連
盟
を

ご
紹
介
す
る
予
定
で
す
。
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